
    ◎ 心を豊かにし、思いやりの気持ちをもとう。 

   ○ 自ら学び、深く考えよう。 

   ○ 強い意志と、健康な身体をもとう。 

○ 協力して集団の質を高める努力をしよう。 

  【 教育目標 】 
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「 職場体験学習を終えて 」 第２学年 職場体験担当・進路指導部 
 
１０月の「学校だより」にて紹介させていただきました職場体験ですが、無事に三日間の体験

を終えることができました。３５の事業所の方々には、３日間、本当にお世話になりました。 
生徒たちは、日ごろ接することができない働く大人の方々に、仕

事の取り組み方はもちろん、やりがいや心構えなどを実際に体験し

ながら聞かせてもらうことで、見たり聞いたりするだけでは分から

ない働く方々の思いを知ることができたと思います。 
例えば商品の品出し一つとっても、いくつものポイントがあり、

様々な工夫が隠されています。そういった作業を事業所の方々に一

つ一つていねいに教えていただき、生徒たちは家庭に帰ってから教

えていただいた事を保護者の方にも積極的に話していたようです。 
そんな保護者の方に話したくなるようなこの３日間の経験は、これから生きていく上での貴重

な財産になった事と思います。 

●事業所の方からの事後アンケートからは 

◆「一つひとつの体験を前向きに、かつ真剣に取り組む姿勢が印象的でした。職員も生徒さん

たちのまっすぐな姿勢に刺激を受け、初心を思い出す気持ちで過ごせました。こちらにとっ

ても学びの多い時間となりました。」 

◆「とても一生懸命手を抜くことなく、何事にも取り組んでくれました！１日目～３日目であ

いさつの声量が大きくなり、店全体が明るくなっていました！言葉遣いも丁寧で素晴らし

かったです。こちらがもっと一緒に働きたいと思うくらいでした。」 

など感想をいただきました。今後も、地域の方々のご支援を力に、社会全体で生徒たちのキ

ャリア教育を行っていければと思います。 
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この度、令和７年度玉川間税会「税の標語」において、優

秀賞が２名と、本校の生徒が見事な活躍を見せました。 
 この「税の標語」に応募するにあたって、１・２学年の社

会科の授業では「租税の役割と大切さ」について深く学び

ました。 
生徒たちは、税金が公共サービス（教育、警察、福祉、道

路整備など）を支えるための重要な財源であり、社会全体

を維持していくために欠かせないものであることを理解し

ました。 
 また、３学年では毎年７月に「税についての作文」に応募する

なかで、公民の授業として世田谷区玉川税理士会に所属する税理

士の方をお招きして、租税教室を行っています。 
１・２学年までに深めた租税への理解を、来年度以降もさらに

深め、３学年では「税についての作文」へとつなげていってほし

いです。 
今回の受賞は授業で得た知識をもとに、税への理解や社会の一

員としての意識を、短い言葉の中に表現しきった結果です。生徒

たちの優れた発想力と表現力を称えるとともに、この学びを活か

し、今後も社会への関心を深めていくことを期待しています。 

本校では、ＳＤＧｓ活動を「自分ごとにする」を掲げ、昨

年度より本格的に取り組んでいます。今年度は、自分ごとに

したＳＤＧｓの各テーマの中から、自身が選んだテーマ＜取

り組み目標＞を実践している証として「ＳＤＧｓバッジ」を

「希望者に配布」しています。 
 ＳＤＧｓバッジは、本校がＳＤＧｓに力を入れて取り組ん

でいる様子を支援してくださる方から、無償で貸与していた

だいています。 
 本校生徒全員が着用できる数として３００個以上の提供を受けています。生徒の皆さん、ふる

って装着し、友人や仲間はもちろんのこと、ご家族やご親戚の方々や、この尾山台地域の皆様に

本校のＳＤＧｓを推進している証を表現するとともに、日々ＳＤＧｓを実践してほしいです。 

生徒会役員もＳＤＧｓを推進 

◆ 「 税の標語 」受賞者の紹介 担当者 社会科  柴山 数真 ・ 松山 創大 

◆ ＳＤＧｓバッジを着用して、活動実践の態度表明をしよう♪ 校長 永野 祥夫 

♪ 優秀賞              「 標 語 」 

・２年 室田 結希菜 さん 「 知って納得！ 税で繋がる 僕らの暮らし 」 
・１年 鈴木 絢斗 君   「 税金が ぼくらの学びを 支えてる 」 

 

表彰式に参列した  鈴木 絢斗 君 

室田さんの表彰は校長が代理 

部活でＳＤＧｓ表明した「科学部」 ★ ＳＤＧｓバッジをゲットするまでの手順について 

①各担任からの発行 

 ・ＳＤＧｓバッジがほしい旨を申告⇒数日中に発行。 

②校長先生（副校長先生も可） 

 ・校長室または職員室にて（出会いがしらでもよい） 

  ＳＤＧｓバッジがほしい旨を申告⇒原則として 

その場にて発行。 

③委員会や部活動など、団体での申し込み 

・担当の先生や顧問の先生と事前に相談する。 



■ 行事の多い２学期でしたが、K 組でも様々な取り組みを行いましたので紹介します。 

９月２９日（月）～１０月１日（水）の２泊３日で河口湖連合移動教室

が行われました。 
特別支援学級では、区内の特別支援学級が連合で移動教室を実施して

います。今年度は八幡中・弦巻中・尾山台中の３校が合同で移動教室に

行きました。初日はフィールドセンターでのキーホルダー作り、２日目

はコウモリ穴の見学や野鳥の森公園までのハイキング、３日目は富士サ

ファリパークと盛り沢山、思い出いっぱいの２泊３日となりました。 
＜行事予定表のページに更に写真を掲載＞⇒ 

１０月に行われた学芸発表会では、体育祭と同様に、K 組の生徒は ABC 各組

に分かれて入り、各組の生徒と一緒に合唱コンクールに参加しました。普段の授業は別々に行っ

ていますが、お昼や放課後の合唱練習では交流クラスの練習に一緒に参加。このような交流活動

は尾山台中の特色の一つと言えます。事後アンケートでも「各組のみんなと一緒に歌えて嬉しか

った」という K 組生徒の感想が多く見られました。 

  
生活単元学習の時間には、プール前

や正門付近の花壇づくりに取り組みました。みんな

集中してパンジーやビオラなどを植え、きれいな花

壇をつくることができました。 
１１月１３日（木）に K 組初の調理実習を実施しました。今回の

調理実習では、カレーライスを作りました。にんじんやジャガイモ

の皮むきに苦戦したり、玉ねぎに涙したりし

ながらも、みんなで協力し美味しいカレーラ

イスを作ることができました。完成したカレ

ーは校長先生と副校長先生にも一緒に食べ

ていただきました。 
１１月２０日（木）の合同マラソン大会は、移動教室と同様に区内の特

別支援学級が集まり、合同で行われました。 
今回のマラソン大会は、北沢中・弦巻中・八幡中・芦花中・尾山台中の５校が参加しました。

生徒はそれぞれ、1.5km,3km,5km の３つのレースに分かれて参加しました。K 組では、体育授

業で毎時間５分間走に取り組み体力の向上を目指しています。 
本番では、それぞれがベストを尽く

し、良い走りが見られました。本番の結

果はもちろん大事ですが、それ以上に

本番に向け、練習を頑張ってきた「過

程」がみんなの心身を強くしてくれて

います。 
このようにたくさんの行事があった

２学期。振り返ってみると本当にあっという間に１２月となりました。終業式までの残りの期間

も一日いちにちを大切に過ごし、２０２５年をみんなで締めくくりたいと思います。 
今学期もたくさんの方々に K 組を支えていただきました。この場をお借りして感謝申し上げ

ます。本当にありがとうございました。２０２６年も K 組をよろしくお願いいたします。 

◆「 Ｋ組 」の近況報告 Ｋ組主任 １年担任：紀伊 祐作 ２年担任：栗谷 大翔 

河口湖移動教室 

合同マラソン大会 

調理実習 カレーライス 

花壇つくり 

学芸発表会 

富士山 胎内神社 

 

世田谷総合競技場で勢ぞろい 5km 優勝 川田 來 君 

カブ の種植え チューリップ球根植



 


